
- 1 -

愛知県公立高等学校入学者選抜方法協議会議（令和６年度第１回）について 

 

本年度の諮問事項は次のとおりである。 

諮問事項１ 

　全日制単位制高等学校における入学者選抜の在り方について

 

○　諮問理由 

本県では、２０２２（令和４）年度から県立守山高等学校普通科及び県立幸田

高等学校普通科を全日制単位制高等学校に改編した。全日制単位制高等学校では、

従来の学年制に比べて多彩な選択科目の設定や、柔軟な履修を可能とするカリキ

ュラムにより、多様な生徒の学習ニーズに応える学校を目指している。 

こうした全日制単位制高等学校の特徴を生かすため、入学者選抜の在り方について、

２０２０（令和２）年度の本協議会議において、推薦選抜は普通科の定員枠を募

集人員の１０％程度から１５％程度までとしていたところを、専門学科や総合学

科と同じ３０％程度から４５％程度までとした。また、一般選抜における傾斜配

点や、不登校経験者を対象とする特別な選抜である「全日制単位制高等学校にか

かる入学者選抜」を実施し、この選抜の定員を当該高等学校・学科の募集人員の

５％程度までとすることなどのまとめを得た。ただし、新たなタイプの全日制単

位制高等学校に改編する高等学校ができる場合には改めて協議することとした。 

その後、２０２１（令和３）年１２月に本県が策定した「県立高等学校再編将

来構想」により、２０２３（令和５）年度から県立中川青和高等学校キャリアビ

ジネス科及び県立御津あおば高等学校普通科を全日制単位制に改編することとし、

全日制単位制高等学校に商業科が加わることから、２０２２（令和４）年度の本

協議会議において、改めて協議し、現行のとおりとするまとめを得た。 

２０２５（令和７）年度から、「県立高等学校再編将来構想」の具体化の一つと

して、２０２３年１月に本県が策定した「愛知県定時制・通信制教育アップデー

トプラン」により、既に全日制単位制高等学校に改編し、昼間定時制を設置して

いる県立御津あおば高等学校普通科と、県立佐屋高等学校農業科・家庭科、県立

武豊高等学校普通科及び県立豊野高等学校普通科の４校は、不登校経験者など多

様な学習ニーズをもつ生徒にとって学びやすい高校として、全日制単位制、昼間

定時制、通信制を併設するフレキシブルハイスクールとなる。 

２０２６（令和８）年度から県立日進高等学校普通科は、不登校経験のある生

徒を対象とした併設中学校を設置する。これに伴い、これまでと同様に周辺の地

域から入学する生徒に加え、併設中学校から入学する生徒が、高校進級時に個々

の状況に応じて能力、可能性を引き出すことができるように、単位制に改編する。 

また、同じく２０２６（令和８）年度から、県立時習館高等学校普通科は、こ

れまでＳＧＨやＳＳＨで培った探究的な学びをさらに発展させ、将来的な国際バ

カロレアの導入を見据え、生徒が興味・関心に応じて、より柔軟に教科横断的で

文理融合の探究的な学びに取り組むことができるよう、併設中学校を設置し、こ

れに伴い、単位制に改編する。 

このように、全日制単位制高等学校に、新たなタイプの学校が加わることから、

全日制単位制高等学校における入学者選抜の在り方について、改めて協議する必

要がある。　　
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諮問事項２ 

　定時制課程及び通信制課程における入学者選抜の在り方について

 

○　諮問理由 

定時制課程及び通信制課程の高等学校は、働きながら、あるいは自分の

生活ペースにあわせて学ぼうとする者などに対して学習の機会を提供する

役割を果たしてきた。 

定時制課程及び通信制課程の入学者選抜において、これまでは全日制課

程一般選抜を受検したのち、その結果を踏まえて定時制課程または通信制

課程を志願する生徒もいることから、１月下旬から２月上旬に前期選抜、

３月中旬から下旬に後期選抜を実施してきた。 

近年、定時制課程及び通信制課程の高等学校は、働きながら学ぶことを

前提とする勤労青年のための学びの場だけでなく、不登校や中途退学の経

験者、外国にルーツをもつ生徒など、多様な学習ニーズをもつ生徒の学び

の場に変わってきている。 

２０２３年１月に本県が策定した「愛知県 定時制・通信制教育アップデート

プラン」においても、定時制課程及び通信制課程では学校に行きづらい子ども

たちの不安を取り除き、自分のペースで、将来に向かって、前に進んでい

ける学びの場や、外国にルーツをもつ子どもたちが、自分の持てる能力を

伸ばしながら日本の生活に前向きになれる学びの場を目指し、「誰一人取

り残さない」、一人ひとりの個性と能力を思う存分伸ばせる、学びの実現

を目指すこととしている。 

このような中、生徒はそれぞれの課程の特色を踏まえたうえで、自分に

あった課程をもつ高校を主体的に選択している状況があることから、定時

制課程及び通信制課程における入学者選抜の在り方について、改めて協議する

必要がある。
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諮問事項３ 

　「連携型中高一貫教育校にかかる入学者選抜」の在り方について

 

○　諮問理由 

本県では、県立福江高等学校、県立新城有教館高等学校作手校舎、県立

田口高等学校において連携型中高一環教育を行っており、地域の特色を生

かした教育活動を展開することで、地域に根ざした人材を育成し、地域の

学校としての活力を発揮するため、中学校と高等学校が教育課程の編成や

生徒・教員間の交流等の連携を深めている。 

この３校においては、連携型中高一貫教育校にかかる入学者選抜を実施

しており、この選抜は調査書の提出を求めたり、学力検査を行ったりせず、

面接の結果、生徒が中学校において中高連携教育の下で取り組んだ学習の

成果について自らまとめた「学習のまとめ」の発表の結果、「志望理由」

を選抜資料として、総合的に選抜を行っている。 

２０２３（令和５）年１月及び３月に策定した「愛知県中高一貫教育導

入方針」により、県立美和高等学校及び県立衣台高等学校において、連携

型中高一貫教育を導入することとした。上記２校では、２０２４（令和６）

年度の中学校２年生から新たに連携型中高一貫教育を開始し、この生徒が

受検する２０２６（令和８）年度入学者選抜から連携型中高一貫教育校に

かかる入学者選抜を実施することとなる。 

県立美和高等学校では、あま市及び大治町の６中学校と連携して、地域

を支える人を育てることを目指し、地域社会と学校が協力し、地元の課題

やニーズに対応した教育課程をもとにし、それらを活かした探究活動を行

う。また、２０２５（令和７）年度からは、地域探究科を設置し、地域の

素材を活かした授業を展開し、グループワークやディスカッション、大学

と連携した探究活動、フィールドワークや実地調査などを行う。 

県立衣台高等学校では、豊田市立保見中学校と連携して、外国にルーツ

をもつ生徒の能力、可能性を引き出すことができるよう、異文化理解、多

文化共生をテーマとした探究活動を行うこととしている。 

このように、これまでとは異なるタイプの連携型中高一貫教育を行うこ

とから、「連携型中高一貫教育校にかかる入学者選抜」の在り方について、

改めて協議する必要がある。


